
　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
国
内
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
個
人
消
費

に
力
強
さ
を
欠
く
も
の
の
、
経
済
が
引
き
続
き
緩
や

か
な
拡
大
傾
向
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
人
手

不
足
・
少
子
高
齢
化
・
低
い
生
産
性
・
地
方
の
疲
弊

な
ど
、
わ
が
国
の
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け
、
サ

プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
経
済
政
策
を
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
財
政
健
全

化
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
に
日
本
の
課
題
が
最
も
早
く
押
し
寄

せ
る
故
に
、
中
小
企
業
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

日
本
経
済
の
成
長
に
直
結
す
る
も
の
だ
」
と
の
信
念

の
下
、
本
年
、
商
工
会
議
所
が
取
り
組
む
べ
き
も
の

と
し
て
、
以
下
の
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
生
産
性
向

上
」
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
人
手
不
足
が
中
小

企
業
の
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
働
き

方
改
革
の
推
進
や
、
Ⅰ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
な
ど
革
新
的
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
生
産
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経
営
者
の

「
気
づ
き
」
を
促
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
Ｉ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
身
近
な
経
営
改
善
に
活
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
支
援
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
中
小
企
業
の
活
力
強
化
と
地
方
創

生
」
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
地
域
に
お
い
て
中
核
と

な
る
企
業
の
存
続
と
新
た
な
創
業
は
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
円
滑
な
事
業
承
継
、
創
業

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
商
工

連
携
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
、
中
小
企

業
の
海
外
展
開
な
ど
、
域
外
需
要
の
獲
得
と
真
の
地

方
創
生
に
向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月
１
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
」
へ
の
対
応
で
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需
要
変
動
に
対
す
る
平

準
化
対
策
に
関
し
て
は
、
取
引
価
格
へ
の
円
滑
な
価

格
転
嫁
が
大
前
提
で
あ
り
、
中
小
事
業
者
へ
の
十
分

な
配
慮
と
支
援
が
必
要
で
す
。
国
と
の
連
携
を
密
に

し
、
広
報
活
動
や
事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
取
り

組
み
、
事
業
者
の
円
滑
な
対
応
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
春
に
は
天
皇
陛
下
が
ご
譲
位
さ
れ
、

「
平
成
」
が
終
わ
り
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
り

ま
す
。
日
本
商
工
会
議
所
は
「
未
来
を
拓
く
商
工
会

議
所
」
と
し
て
、
前
述
の
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
企
業
、
地
域
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
持

続
的
成
長
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
本
県
経
済
は
、
豪
雪
の
影
響
で
生
産

や
消
費
関
連
で
一
時
的
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
回
復

基
調
が
続
き
、
全
般
的
に
堅
調
な
一
年
で
し
た
。
秋

に
開
催
さ
れ
た
福
井
国
体
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
、
史
上
初
の
国
体
と
障
ス
ポ
の
融
合
、
天
皇
杯
・

皇
后
杯
の
獲
得
、
大
雨
の
開
会
式
で
の
全
力
の
演
技

な
ど
、
記
憶
と
記
録
に
残
る
感
動
的
な
国
体
・
障
ス

ポ
大
会
で
し
た
。
国
体
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ

い
た
会
員
企
業
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
福
井
商
工
会
議
所
は
、「
中
小
・

小
規
模
企
業
支
援
の
強
化
」「
地
域
振
興
・
活
性
化

の
推
進
」「
組
織
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
重
点
方
針

の
も
と
、
経
済
環
境
や
地
域
動
向
を
踏
ま
え
た
事
業

を
展
開
し
、
地
域
の
企
業
と
経
済
の
発
展
の
た
め
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

深
刻
さ
を
増
す
県
内
企
業
の
人
手
不
足
に
対
し
、

県
・
労
働
局
等
と
協
力
し
、
人
材
確
保
の
支
援
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
関
心
が
高
ま
る
外
国
人

材
活
用
に
つ
い
て
、
採
用
や
就
労
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
提
供
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
手
不

足
対
策
に
も
繋
が
る
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
、
Ｉ

Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
や
実
用
化
の
支
援
に
つ
い
て

事
例
勉
強
会
や
展
示
会
視
察
、
国
の
施
策
活
用
な
ど

重
層
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
秋
の
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
対
し
て
は
、
消
費
喚
起
の
た
め

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
販
売
促
進
、
軽
減
税
率
の

実
務
対
応
、
適
正
な
価
格
転
嫁
な
ど
の
支
援
に
取
り

組
む
ほ
か
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、

県
内
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
が

重
要
で
す
。
４
年
半
後
に
迫
る
北
陸
新
幹
線
の
福
井

延
伸
は
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
新
幹
線
延

伸
を
見
据
え
当
所
が
策
定
し
た
地
元
対
策
プ
ラ
ン
を

も
と
に
、
観
光
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
地
域
基

盤
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
商
工
会
議
所
の
要
望
で
実
現
し
た
県
の
「
お

も
て
な
し
産
業
魅
力
向
上
支
援
補
助
金
」
の
活
用
を

通
し
て
、
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
店
舗
改
装
や
土

産
品
開
発
な
ど
、
観
光
客
受
入
れ
態
勢
の
整
備
・
強

化
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
使
命
や
役
割
を
果
た
す
に
は
、
強

い
組
織
力
と
行
動
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
組
織
の
維

持
拡
大
、
進
取
の
精
神
を
発
揮
し
た
事
業
活
動
に
取

り
組
み
、
地
元
企
業
な
ら
び
に
地
域
か
ら
必
要
と
さ

れ
、
期
待
に
応
え
る
商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員
企
業
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
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